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山都町消防団出初め式
平成26年
山都町消防団出初め式
平成26年
山都町消防団出初め式



　

山
都
町
消
防
団
出

初
め
式
が
３
月
４

日
、
町
営
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

６
３
９
人
の
団
員
が

参
加
、
あ
ふ
れ
る
消

防
魂
を
披
露
し
ま
し

た
。　

式
で
は
、
工

藤
町
長
の
式
辞
、
山
本

勝
洋
団
長
の
訓
辞
に

続
き
、
通
常
点
検
や

操
法
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
通
常
点
検

で
は
、
下
山
久
義
分

団
長
指
揮
の
下
、
素

晴
ら
し
い
規
律
を
見

せ
た
第
６
分
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。
操
法

競
技
で
は
、
１
ヶ
月

以
上
の
特
訓
を
重
ね

た
各
分
団
の
精
鋭
が
、

動
き
の
正
確
さ
と
放

水
の
タ
イ
ム
を
競
い
、

藤
原
団
員
が
指
揮
す

る
第
９
分
団
が
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
に
は
、

蘇
陽
中
と
清
和
中
の

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と

①さくらんぼ愛園による通常点検
②蘇陽中学校生徒による通常点検
③第６分団による通常点検
④山本勝洋団長
⑤第９分団選手による操法競技
⑥総合優勝を果たした第９分団
⑦ソロ演奏する熊川団員
⑧宣誓を述べる工藤団員

出初め式出初め式平成26年　山都町 消防団平成26年　山都町 消防団
明
光
保
育
園
、
御
岳

保
育
園
、
さ
く
ら
ん

ぼ
愛
園
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
も
参
加
。
大

人
顔
負
け
の
通
常
点

検
を
見
せ
、
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
「
火
遊

び
は
し
ま
せ
ん
！
」

と
い
う
宣
誓
が
会
場

に
響
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
日
、
熊
本

県
知
事
表
彰
な
ど
の

各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、

永
年
消
防
団
活
動
に

尽
力
し
た
優
秀
な
団

員
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

①①

②②

③③④④⑥⑥

⑤⑤

⑦⑦

⑧⑧

操法の部 通常点検の部 総合の部

優賞 ９分団 ６分団 ９分団

２位 12分団 ９分団 ６分団

３位 ６分団 ２分団 ２分団
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　サクラサク春の気配を感じる３月９日に開催された小一領神社の参道市「やまんマルシェ」。33 店舗
の多彩な市が軒を連ね、盛大に開催されました。今年で２回目となるこの参道市は、山都町の地域づく
りを考える女性たちの会「山都のやまんまの会」が、女性たちが持つアイディアや能力を活かして、自
分たちで出来ることから地域おこしに取り組んでみようと活動しています。
　午前 10 時の太鼓の音を合図に、一大イベント「福女選び」がスタート。20 人弱の女性たちが一番福
を目指して参道を駆け抜け、今年の「やまんマルシェ」が始まりました。
参道には、雑貨やスイーツのほか、花や山都ころっけ、野菜など多種多彩
な市が並び、買い物を楽しむお客さんで賑わいを見せました。マルシェの
合間には、楽器の演奏にあわせて絵本を読む読み聞かせや、プレゼントの
抽選会（大鯛どっこい）など多くのイベントも行われました。
　また、くまもと里モンプロジェクトの一環で今回開催された写真コンクー
ル、「山都んよかとこコンクール」の受賞作品も展示されており、来場した
お客さんは足をとめて写真を観覧していました。

　農山漁村で景観の保全や創造、文化コミュ
ニティの維持や創造、また地域資源を活用し
た活動を行うことを目的とする団体へ県が
バックアップをするこの事業。町内から７つ
の団体が参加していますが、今回「山都のや
まんまの会」がこれまでの活動を評価され、
３月７日、熊本県から表彰を受けました。

夢街道朝市
畑・入佐農産物振興課
島木自治振興会
山都町竹資源利活用協議会
山都のやまんまの会
特定非営利活動法人丸山ハイランド
名ヶ村集落

山都町からのくまもと里モン
プロジェクト実施団体

～くまもと里モンプロジェクト～

恋恋第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２回回回回回回回 恋恋恋恋一一路路路路恋恋恋恋恋恋一一路路路路路路
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－
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【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

＊
30
代
の
男
性
参
加
者
大
募
集
! !
＊

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
は
、
大
変
嬉
し
い

こ
と
に
、
最
近
30
代
の
女
性
参
加
者
の
お

申
し
込
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
勇

気
あ
る
行
動
に
、
山
都
町
の
男
性
の
皆
さ

ん
、
応
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

一
度
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、「
参
加
し

て
良
か
っ
た
！
」「
早
く
参
加
す
れ
ば
良

か
っ
た
〜
。」
と
の
お
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

結
婚
を
考
え
て
い
る
け
ど
な
か
な
か
出

会
い
が
な
い
方
に
は
、
少
し
で
も
早
め
の

参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

山
都
町
の
男
性
の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
事
務
局
が
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

〜
平
成
26
年
２
月
交
流
会
紹
介
〜

　

２
月
16
日
、
旬
の
牡
蠣
を
食
べ
な
が
ら

交
流
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
参
加

者
８
名
の
も
と
で
福
岡
県
糸
島
市
へ
出
か

け
ま
し
た
。

　

少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
と
に
か
く
全
員
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！
と
い
う
こ
と
で
は
り
き
っ
て
、
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
牡
蠣
小
屋
に
て
、
一
人
分
に
は

大
満
足
の
量
の
牡
蠣
を
、
和
気
あ
い
あ
い

と
焼
き
な
が
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
腹
を
満
た
し
た
後
に
、『
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
伊

都
国
』
へ
移

動
。
そ
こ
に

は
、
木
工
館

も
併
設
さ
れ

て
お
り
、
そ

こ
で
〝
マ
イ

箸
〞
作
り
を

行
い
ま
し

た
。普
段
は
、

な
か
な
か
こ

う
い
っ
た
体
験
が
で
き
な
い
の
で
、
ペ
ア

で
の
作
業
、
と
て
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
自
分
で
つ
く
っ

た
〝
マ
イ
箸
〞
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
文
字

を
い
れ
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

今
日
と
い
う
日
が
、
参
加
者
に
と
っ
て

素
敵
な
出
会
い
の
記
念
日
に
な
る
よ
う

に
、
サ
ポ
ー
ト
頑
張
り
ま
す
。

そ
の
51

　

前
号
に
続
き
、
山
都
町
男
成
神
社
で
の
「
森

の
忍
者
・
ム
サ
サ
ビ
観
察
会
」
の
様
子
を
お
伝

え
し
た
い
。

　
「
ム
サ
サ
ビ
が
飛
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
声
に

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
と
き
は
、
す
で
に
ム
サ
サ

ビ
の
姿
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、５
、

６
人
が
ム
サ
サ
ビ

の
滑
空
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
感
動

し
た
様
子
で
話
し

て
く
れ
た
。
こ
の

後
、
し
ば
ら
く
ム

サ
サ
ビ
の
声
が
止

ん
で
し
ま
っ
た
。

　

ム
サ
サ
ビ
は
、

年
に
２
回
の
繁
殖

期
が
あ
り
、
ち
ょ

う
ど
今
の
時
期
が

繁
殖
期
に
入
っ
た

頃
だ
。
こ
の
時
期

は
活
動
が
盛
ん
に

な
り
、
ム
サ
サ
ビ

の
姿
を
観
察
で
き

る
絶
好
の
機
会
と

な
る
。
し
か
し
、

一
晩
中
観
察
で
き

る
の
で
は
な
く
、

日
没
後
と
真
夜
中
、
そ
し
て
夜
明
け
前
の
３
回

程
活
動
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。

　

午
後
６
時
半
頃
、
再
び
ム
サ
サ
ビ
が
鳴
き
始

め
た
。
し
か
も
、
数
カ
所
で
聞
こ
え
る
。「
今

が
チ
ャ
ン
ス
だ
。」
と
、
参
加
者
が
幾
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
捜
し
始
め
た
。「
あ
っ
、

飛
ん
だ
。」「
そ
っ
ち
の
木
に
行
っ
た
よ
。」「
こ

こ
に
も
い
ま
す
よ
。
み
ん
な
早
く
来
て
。」
参

加
者
は
、
教
え
て
も
ら
っ
た
方
へ
行
っ
た
り
来

た
り
し
な
が
ら
観
察
を
続
け
た
。

　

こ
の
日
に
観
察
で
き
た
ム
サ
サ
ビ
の
数
は
10

個
体
程
に
な
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
初

め
て
ム
サ
サ
ビ
を
見
た
と
い
う
こ
と
で
、
感
動

は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
ム
サ
サ
ビ
は
、
九
州

か
ら
四
国
、
本
州
ま
で
広
く
分
布
す
る
が
、
生

息
場
所
が
限
ら
れ
て
き
た
た
め
に
個
体
数
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。
す
で
に
絶
滅
し
て
い
る

県
も
あ
る
。
熊
本
県
で
は
、
準
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ム
サ
サ
ビ
の
生
態
は
実
に
興
味
深
い
。
滑
空

と
い
う
移
動
手
段
を
使
う
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
が
少
な
く
、
と
て
も
エ
コ
な
体
の
し
く

み
を
持
っ
て
い
る
。
食
べ
物
の
少
な
い
冬
も
冬

眠
す
る
こ
と
な
く
活
動
し
て
い
る
。

　

鎮
守
の
森
と
共
に
生
き
る
ム
サ
サ
ビ
。
お

そ
ら
く
、
ア

ニ
メ
に
登
場

す
る
ト
ト
ロ

と
友
達
だ
ろ

う
。
子
ど
も

た
ち
に
自
然

の
豊
か
さ
を

教
え
て
く
れ

る
ム
サ
サ
ビ

が
、
こ
れ
か

ら
も
生
き
て

い
け
る
未
来

に
し
た
い
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

　

３
月
２
日
に
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
山

都
町
消
防
団
の
出
初
め
式
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
分
団
長
の
指
揮
の
も
と
整
列
状
態

な
ど
を
競
う
通
常
点
検
は
、
14
を
数
え

る
分
団
の
い
ず
れ
も
、
よ
く
訓
練
さ
れ

た
す
ば
ら
し
い
規
律
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

操
法
競
技
で
は
、
い
ず
れ
の
分
団
も

消
防
用
ホ
ー
ス
を
す
ば
や
く
繋
い
で
い

く
技
術
が
見
事
で
、
無
駄
の
な
い
動
き

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
連
携
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
完
璧
と
も
思
え
る
動
作
は
数
多
く
の

練
習
を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
団
員
は
生
業
の
か
た
わ
ら
、

こ
れ
ら
の
訓
練
に
励
ま
れ
、
消
火
活
動

な
ど
の
実
働
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
消
防
団
活
動
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
団
員

の
消
防
団
活
動
を
支
え
る
家
族
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
蘇
陽
中
学
校
、
清
和
中
学
校

の
少
年
ク
ラ
ブ
の
通
常
点
検
も
披
露
さ

れ
、
消
防
団
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
立

派
な
規
律
で
し
た
。
ま
た
御
岳
保
育
園
、

明
光
保
育
園
、
さ
く
ら
ん
ぼ
愛
園
の
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
の
通
常
点
検
で
は
、
そ

の
愛
ら
し
い
仕
草
に
緊
張
し
た
会
場
が

一
気
に
和
み
ま
し
た
。
毎
年
、
練
習
を

重
ね
て
の
参
加
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

山
都
町
消
防
団
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

と
い
う
崇
高
な
精
神
の
も
と
、
山
本
勝

洋
団
長
の
統
率
に
よ
り
一
枚
岩
の
ご
と

く
強
く
し
っ
か
り
と
ま
と
ま
っ
て
い
る

組
織
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
消
防
団
員

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
て
は
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
方
々
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
消
防
団
活
動
で
培
わ
れ
た

地
域
の
和
を
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

＊交流会の様子＊

テレビ映像部分

試験的に実施します！
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これからの「地域づくり」のきっかけづくり
（第２次 山都町総合計画地域ビジョン）　

「やまと未来図ワークショップ」「やまと未来図ワークショップ」
　　　※ワークショップの模様は Facebook に掲載しています。
　　　　ネット環境のある方は是非ご覧ください。 第２次山都町総合計画
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平成25年度「やまトーク（みんなの座談会）」アンケート結果平成25年度「やまトーク（みんなの座談会）」アンケート結果
　12 月から開始した「やまトーク（みんなの座談会）」にはたくさんの住民の皆さまに参加頂きあり
がとうございました。各会場にてお願いしましたアンケートの結果を掲載します。来年度においても
各自治振興区と調整をしながら随時開催します。本年度以上の参加をお待ちしてます。
開催状況（平成 26年３月５日まで）
開催数
開催済み・・・　25自治振興区　　　　未開催・・・　３自治振興区

男 女 合計
人 　 数 （ 人 ） 625 147 772 
割 　 合 （ ％ ） 80.96 19.04 100.00 
平 均 参 加 数 25.00 5.88 30.88 

※Ｈ 17年度座談会…12会場、約 300名　　H22年度座談会…3会場、86名

アンケート結果（平成 26年３月５日まで）　　※回答数・・・615名（男 509人、女 103人、性別不明 3人）

■「やまトーク（みんなの座談会）」を何で知りましたか？
男 女 不明 　　計（人）

１．振興区や区での会合 339 54 0 393 
２．広報やお知らせ版 138 41 1 180 
３．防災行政無線 12 3 0 15 
４．その他 9 3 0 12 
５．無回答 11 2 2 15 

■「やまトーク（みんなの座談会）」に出席した理由は？
男 女 不明 　　計（人）

１．座談会に興味があった 241 57 0 298 
２．地区役員等の義務として 214 22 0 236 
３．動員がかかったので 37 18 0 55 
４．その他 7 2 1 10 
５．無回答 10 4 2 16 

■「やまトーク（みんなの座談会）」の今後のあり方について。
①開催時期

男 女 不明 　計（人） ％
１．概ね良い（12月～ 2月） 318 62 0 380 61.8 
２．春（3月～ 5月） 88 13 0 101 16.4 
３．夏（6月～ 8月） 24 5 0 29 4.7 
４．秋（9月～ 11月） 35 10 0 45 7.3 
５．その他 44 13 3 60 9.8 

②開催年
男 女 不明 　計（人） ％

１．毎年 307 58 0 365 59.3 
２．2年に 1回 104 12 0 116 18.9 
３．4年に 1回 11 1 0 12 2.0 
４．こだわらない 56 24 0 80 13.0 
５．その他 31 8 3 42 6.8 

③開催範囲
男 女 不明 　計（人） ％

１．概ね良い 359 73 1 433 70.4 
２．複数の振興区合同で 67 10 0 77 12.5 
３．旧町村単位で数回 20 9 0 29 4.7 
４．全町で数回 14 1 0 15 2.4 
５．その他 49 10 2 61 9.9 

　平成 26年３月４日（火）に清和山村基幹集落センターで開催されました「平成 25年度第２回山都町
地域公共交通会議」において、山都ふれあいバスに関し、次の変更が承認されましたのでお知らせします。
　なお詳細については、関係する路線のバス車内および山都ふれあいバスセンター、各総合支所内に掲
示等を行いますのでご確認ください。

平成26年度

山都ふれあいバスの路線の変更等について

①平成 26年度よりお盆である８月１５日を運休とします。なお、その他の運休
日については変更ありません。

②山都町内の３路線について、一部区間のみフリー降車を運用します。

③交通空白地であった緑川地区の一部地域にバスを運行します。

④馬見原高森線の高森方への土曜日の運行を開始します。

⑤目丸線回送便の実車運行を開始します。

⑥一の瀬線、御所線、麻山線を統合し、新たな路線を追加します。

平成 25年度 平成 26年度

路　線　名 内　　　容 路　線　名 内　　　容

07一の瀬線 【平日】
　登下校便

08御所線

【平日】
バス停「小笹」「浜町」を
到発着とする登下校便と
月・水・木曜日の一般利
用便を運行します。

08御所線
【平日】
登下校便および月・水・
木曜日の一般利用便

06麻山線
【平日】
登下校便および火・金曜
日の一般利用便

15大川浜町線

【平日】
登下校便および火・金曜
日の一般利用便を運行し
ます。
旧麻山線の「聖橋」「上畑」
バス停も含まれます。

15大川浜町線
【平日】
登下校便および火・金曜
日の一般利用便

問い合わせ先　企画振興課　７２‒１２１４
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山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
紹
介

山
都
町
竹
資
源
利
活
用
協
議
の
紹
介

会
に
つ
い
て

　

本
協
議
会
（
会
長
：
藤
本
完
一　

山
都
町
入
佐
、
事
務
局
は
島
木
の
お

店
内
）
は
、
町
内
全
域
に
拡
が
る
竹

資
源
を
加
工
・
製
造
し
、
利
用
推
進

を
図
り
６
次
産
業
化
を
目
指
す
取
り

組
み
に
よ
り
、
竹
資
源
の
利
活
用
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
24
年
12
月
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
都
町
は
自
然
豊
か
な
町
で
、
未

利
用
の
資
源
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
は

放
置
竹
林
が
問
題
化
し
て
お
り
、
鳥

獣
害
対
策
も
含
め
効
果
の
あ
る
竹
林

整
備
の
実
施
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
放
置
竹
林
の
再
生
に
向

け
、
竹
を
粉
砕
す
る
な
ど
の
加
工
を

通
し
て
、
農
地
還
元
す
る
稲
作
や
野

菜
栽
培
な
ど
の
農
業
と
一
体
化
さ
せ

て
竹
資
源
の
利
用
普
及
を
推
進
し
な

が
ら
、
竹
林
管
理
・
伐
採
事
業
を
行
い
、

農
林
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
地

域
農
林
業
の
生
産
性
向
上
、
農
林
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
取
り
組
み

に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
過

　

東
京
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
竹
粉
に
よ
る
6

次
産
業
化
事
業
の
機
械
開
発
及
び
実

証
試
験
研
究
を
行
い
、
平
成
22
、
23
年

と
農
林
水
産
省
の
「
緑
と
水
の
技
術
革

命
事
業
（
6
次
産
業
化
関
連
）」
と
し

て
認
可
さ
れ
、
機
械
開
発
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

同
24
年
、
試
験
的
に
山
都
町
の
数
名

の
稲
作
農
家
で
こ
の
竹
粉
を
利
用
し

た
稲
の
苗
づ
く
り
を
し
た
と
こ
ろ
、
根

の
張
り
が
注
目
に
値
し
、
く
ず
米
も
少

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

花
卉
農
家
、
野
菜
農
家
に
お
い
て
苗
作

り
を
行
っ
た
結
果
、
手
ご
た
え
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

同
24
年
度
の
農
水
省
に
よ
る
6
次

産
業
化
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
、
全
国
で
3
ヶ
所
の
内
の
一
つ
と

な
り
、
本
事
業
の
実
現
可
能
性
の
高
い

地
域
と
し
て
島
木
自
治
振
興
区
を
推

薦
し
、
11
月
16
日
の
総
会
で
審
議
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
合
意
が
得
ら
れ
、
島

木
保
育
園
跡
地
を
利
用
し
て
、
25
年
3

月
に
農
林
振
興
課
の
支
援
を
得
て
施

設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
の
現
状

　

昨
年
、
３
月
か
ら
竹
林
伐
採
を
開

始
、
試
験
的
に
試
し
削
り
を
行
い
4
ト

ン
製
造
。
う
ち
3
ト
ン
を
春
の
稲
栽
培

や
野
菜
作
付
け
用
に
配
布
。
日
量
3
〜

4
百
キ
ロ
は
生
産
可
能
。

試
験
栽
培

　

地
元
農
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
水

稲
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
里
芋
、
夏

野
菜
に
試
験
栽
培
。
冬
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
日
持
ち
が
良
く
な
っ
た
り
、
作
物
に

虫
が
つ
き
に
く
く
な
っ
た
り
と
、
稲
の

育
苗
で
は
白
い
根
が
沢
山
出
た
り
、
農

産
物
の
生
産
に
お
い
て
良
い
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　

畜
産
に
お
い
て
も
、
糞
尿
の
臭
気
が

軽
減
さ
れ
た
り
、
養
鶏
の
雛
の
ロ
ス
が

少
な
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

※
山
都
町
は
県
下
１
の
竹
林
面
積

（
１
３
０
０
ha
）
を
持
ち
、
筍
生
産
が
盛

ん
。
県
や
町
の
竹
林
整
備
推
進
事
業
等

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
原
材
料
の
調

達
の
見
通
し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

課
題

　

孟
宗
竹
の
伐
採
時
期
に
つ
い
て
、
梅

雨
時
期
も
伐
採
可
能
だ
が
水
が
多
く
、

乾
燥
日
数
が
か
か
る
た
め
、
夏
場
は
、

５
〜
６
年
生
の
竹
を
削
る
。

　

竹
材
料
の
材
質
と
年
生
に
つ
い
て

は
、
年
成
が
若
い
竹
は
水
分
が
多
く
、

軟
す
ぎ
て
削
り
に
く
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
特
に
4
月
以
降
の
竹
は
水
分

を
上
げ
る
た
め
9
月
ま
で
の
若
竹
は

避
け
る
。

　

竹
に
よ
っ
て
は
雑
菌
が
付
着
し
て

お
り
、
現
状
で
は
手
洗
い
を
行
っ
て
い

る
が
コ
ス
ト
高
。
今
後
、
な
ん
ら
か
の

手
だ
て
が
必
要
。

　

天
候
に
よ
る
竹
粉
製
造
に
つ
い
て

は
、
製
粉
業
で
は
常
識
で
あ
る
が
、
湿

気
が
多
い
雨
の
日
な
ど
は
粉
が
水
分

を
吸
収
す
る
た
め
作
業
能
率
が
極
端

に
悪
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

竹
粉
の
ペ
レ
ッ
ト
加
工
で
は
、
竹
粉

の
み
で
は
難
し
く
、
米
糠
が
必
要
と
な

り
コ
ス
ト
高
、
つ
な
ぎ
の
代
替
品
を
探

し
て
い
る
。
水
田
用
に
実
験
中
、
大
面

積
は
難
し
い
が
粉
で
も
ま
け
な
い
こ

と
は
な
い
が
、
散
布
機
械
を
検
討
中
。

　

今
後
、
家
庭
菜
園
を
含
め
竹
粉
の
販

路
拡
大
を
考
え
て
い
る
が
、
確
か
な
竹

粉
の
施
用
基
準
が
な
い
た
め
、
稲
の
育

苗
に
欠
株
が
で
た
り
、
作
物
に
よ
っ
て

は
竹
粉
を
入
れ
す
ぎ
る
と
窒
素
飢
餓

に
な
る
な
ど
、
作
物
毎
の
施
用
基
準
の

確
立
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
作
物
試
験

栽
培
を
継
続
し
て
い
く
。

作
物
試
験
栽
培
の
結
果
に
つ
い
て

　

矢
部
試
験
地　

川
上
光
喜
氏
に
よ

る
と
、
水
稲
に
対
す
る
竹
粉
の
効
果

は
、
登
熟
、
粒
張
り
、
食
味
に
お
い

て
向
上
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
試
験

農
家
の
平
均
収
量
が
向
上
し
た
。
矢

部
地
区
大
野
の
山
崎
氏
の
ほ
場
を
み

て
、
効
果
を
認
め
る
人
が
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
優
位
性
を
確
認
す
る

た
め
に
は
最
低
3
年
ほ
ど
継
続
す
る

こ
と
が
望
ま
し
く
、
特
に
酒
米
に
効

果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

家
庭
菜
園
に
お
い
て
は
、
人
参
、
大

根
、
里
芋
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
ミ
ョ
ウ
ガ

な
ど
の
根
菜
類
に
は
顕
著
な
効
果
が

出
て
お
り
、
島
木
地
区
で
は
全
集
落
に

配
布
さ
れ
、
野
菜
作
り
を
行
う
高
齢
者

の
方
々
か
ら
好
評
で
し
た
。
人
参
で
は

下
名
連
石
の
橋
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
甘

く
て
湯
呑
み
茶
碗
以
上
の
モ
ノ
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。（
写
真
参
照
）

　

夏
の
ト
マ
ト
、
大
豆
も
効
果
が
出
始

め
て
お
り
、
ニ
ラ
、
ト
マ
ト
、
柚
子
は

今
春
か
ら
普
及
所
と
一
緒
に
試
験
栽

培
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
ご
と
の
施
肥
量
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
県

の
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
普
及
所
、
Ｊ

Ａ
、
矢
部
高
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
多

く
の
品
目
で
試
験
栽
培
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
潤
橋
前
で
の
試
験
に
お
い

て
も
顕
著
な
効
果
が
出
て
お
り
、
継
続

し
て
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。
管
理
を

行
う
畑
・
入
佐
農
産
物
振
興
会
及
び
、

石
拾
い
か
ら
掛
け
干
し
ま
で
手
伝
い

を
し
て
頂
い
た
矢
部
小
５
年
生
の
児

童
及
び
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
上

益
城
の
野

菜
部
会
や

地
域
の
座

談
会
に
呼

ば
れ
、
竹

粉
の
試
験

結
果
の
報

告
を
行
っ

て
お
り
、

口
コ
ミ
で

評
判
が
広

が
り
始

め
、
く
ま

も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択

さ
れ
、
景
観
整
備
、
資
源
循
環
、
地

域
の
内
発
的
産
業
興
し
の
優
良
事
例

と
し
て
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
清
和
ミ
ネ
ラ
ル
会
、
認
定
農

業
者
会
を
始
め
、
美
里
町
、
宇
城
市
、

大
津
人
吉
・
球
磨
、、
福
岡
県
み
や
こ

市
、
遠
く
は
鳥
取
県
か
ら
な
ど
多
数
の

視
察
者
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

6
次
産
業
化
に
む
け
て
、
実
証
試
験

を
し
な
が
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
と
し

て
1
年
を
経
て
よ
う
や
く
内
容
が
見

え
て
き
ま
し
た
。

　

徐
々
に
効
果
も
表
れ
つ
つ
あ
り
、
ま

た
食
物
繊
維
と
乳
酸
気
が
豊
富
な
食

用
竹
粉
も
町
内
外
に
口
コ
ミ
で
評
判

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
栽
培
試
験

と
普
及
を
通
し
て
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
と
共
に
、
採
算
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
販
売
ま
で
の
基
本
計
画
を

立
て
る
予
定
で
す
。

　

山
間
地
の
み
な
ら
ず
、
平
地
に
も
拡

げ
る
策
が
必
要
で
、
町
内
の
試
験
栽
培

希
望
者
を
募
り
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
の
野
菜
部

会
、
平
地
の
農
家
、
家
庭
菜
園
者
へ
と

利
用
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

筍
生
産
と
竹
林
整
備
を
含
め
て
、
他

事
業
・
関
係
機
関
、
矢
部
高
校
を
含
め

た
教
育
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
山
都
町
の
農
林
業
振
興
に
寄
与
で

き
る
よ
う
に
昨
年
以
上
の
展
開
を
図

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

協
議
会　

副
会
長　

野
口
慎
吾

携
帯
０
８
０

－

８
５
５
４

－

２
０
２
３

チリも積もれば山都成る！チリも積もれば山都成る！
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わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
当
然
の
権
利　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

109

人権に対するさまざまな課題

今、子どもたちに起きているネットいじめ

スイッチを入れる前に もしも人権侵害にあったら

　インターネットは急速に世界に広まりました。多くの情報をすぐに収集できたり、世界中
の人とコミュニケーションをとることができるなど、情報媒体としての無限の可能性が広
がっています。
　その反面、使い方を間違えたり、悪意をもって使うと“凶器”にもなります。例えば、イン
ターネットを悪用し、ブログの開設者に対する誹謗中傷を書き込むなど、他人の人権を侵害
する事件も後を絶ちません。

　テレビなどでよく目にする、バレーボールのＶプレミアムリーグ。日本のバレー界にお
いて最高クラスの試合が行われ、その場で戦うことはバレー選手にとって夢の舞台です。
　その大舞台で現在、山都町出身の選手が活躍しています。ＦＣ東京に在籍する高橋駿さ
ん。そして、サントリーに在籍する岡本祥吾さんです。両選手ともに矢部中学校のバレー
部から鎮西高校出身で、当時からその実力は目を見張るものがありました。奇遇なことに
両選手ともポジションはセッター。チームメイトの動きと対戦相手の動きを瞬時に見極

め、アタッカーに最も打ちやすいボールを上げる。チーム
にとってはまさに司令塔のような役割を担っています。
　２月23日に県立総合体育館で矢部ジュニアバレー
ボールクラブのキッズエスコートでFC東京とサント
リーの試合が始まり、コートを隔てて両選手が対戦。結果
はサントリーが３－１で勝利しましたが、両選手とも持
ち前の洞察力でチームの戦いに貢献しました。

　パソコンや携帯電話による、子どもたちの間での“ネットいじめ”が最近問題となっています。常に子どもたち
が、被害者にも加害者にもならないよう、大人は常に状況を把握する努力をし、人権の視点から注意・指導してい
くことが大切です。
●ネットいじめの例
・「学校裏サイト」掲示板やブログ（ウェブログ）・プロフ（プロフィールサイト）などへの誹謗・中傷の書き込み  
・掲示板・ブログ・プロフなどに、個人情報を無断掲載  ・チェーンメール  ・なりすましメール

　インターネットの世界は公共の場です。画面の向
こうには自分と同様に人権のある他者の存在を意
識することが大切です。
　ホームページには見ず知らずの誰もが多数閲覧
します。ホームページに間違った情報や違法な情
報、他人を傷つける内容を掲載してはいけません。
　インターネットの利用状況はすべて記録されて
います。匿名であっても、プロバイダや警察は、記録
から追跡して加害者を特定することができます。
　他人の個人情報、文章や写真などの著作物を無断
で掲載することは、プライバシーや著作権の侵害で
す。掲載には、本人の許可が必要です。
　掲示板等での書き込みやメールのやりとり、ネッ
トゲーム（オンラインゲーム）では、お互いを尊重す
る気持ちを忘れずにルールを守ってインターネッ
トを使いましょう。

情報の削除、撤回の要請をしましょう
　ホームページや掲示板上で、プライバシーの侵害や誹謗
中傷の書き込みなどの人権侵害を受けた場合は、情報の発
信者やサイト管理者、プロバイダ等に記事を削除するよう
要請できます。
・削除に応じない場合は・・・
　サイト管理者やプロバイダ等が削除要請に応じてく
れない場合や、自分で削除要請のやり方がわからない場
合は、最寄りの法務局・地方法務局へ相談しましょう。
http://www.moj-go.jp/JINKEN/index_soudanhtml
・ネット上で困ったことが起きたら・・・
　「警察庁インターネット安全・安心相談」サイトで対応策
を調べてみましょう。　http://www.cybersafety.go.jp/
・サイバー犯罪の被害にあったり、あいそうになった場合は・・
　都道府県警察本部のサイバー犯罪相談窓口へ連絡し
ましょう。　http://www.npa.go.jp/cyber/soudan.htm

インターネット上の人権侵害の特徴
・誰でも簡単に書き込みができる。複製・画像等
の合成も簡単にできる。

・匿名での書き込みが可能なため、内容が悪質
になりやすい。

・いったん掲載されると世界中で閲覧可能にな
る。内容が次々とコピーされ、短期間で世界中
に広がる。

・情報の発信者、サイト管理者が容易に特定で
きない場合が多く、削除が困難

「学校裏サイト」ってなに？
・学校が運営する公式サイトではなく、子ども
たちが自主的に開設したサイト

・卒業生や関係者による開設もある。
・根拠のない中傷や個人の情報の暴露が問題と
なっているサイトがある。

・パスワード制限がかけられてアクセスできな
い場合が多く、先生や保護者が発見しにくい

裏サイトの書き込み内容（約2000件）

こんなことは人権侵害です！
・差別表現
・誹謗中傷の書き込み
・プライバシーの暴露
・児童ポルノの掲載
・個人情報の流出
・著作権の侵害
・ネットいじめ
・嫌がらせメール

「死ね」「殺す」な
ど暴力を誘発する
言葉が含まれる
２７％

「キモい」「うざい」
等の誹謗・中傷の
言葉が含まれる
５０％

性器の俗称などわ
いせつな言葉が含
まれる
３７％

文部科学省による実態調査（2008年4月）
複数回答　調査地域（群馬県、兵庫県、静岡県）

夢の舞台で活躍する山都町夢の舞台で活躍する山都町

山都町国民健康保険加入者山都町国民健康保険加入者の皆さんへの皆さんへ
新しい保険証新しい保険証を郵送します。を郵送します。

国　保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　新しい保険証を３月末までに各家庭に郵送でお届けします。
４月１日以降に受診されるときは新しい保険証を使用してく
ださい。
　なお、山都町に住民登録のない学生の方が、国民健康保険
法第 116 条（修学中の被保険者の特例）の適用を受けられる
ときは、在学証明書と印鑑を持参のうえ、健康福祉課で手続
きをしてください。
　臓器移植法の改正（平成 22年７月）により、保険証の裏
面に臓器提供に関する意思表示欄を設けています。記入方法
は同封の「記入のしかた」をご覧下さい。
　記入された方は、保険証に同封されている個人情報保護
シールを貼り付けてご使用下さい。なお、臓器提供の意思表
示は任意ですので、必ずしも記入する必要はありません。

後　期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　後期高齢者医療保険証および減額認定証の有効期限は 26
年７月31日までとなっています。新しい保険証と減額認定証
は、７月中旬に郵送いたします。

～保険証はなくさないように注意しましょう。～
～他の健康保険に加入した場合など、異動が
あったときはお早めに健康福祉課で手続きをし
てください～

問い合わせ先
健康福祉課（72-1173）
清和総合支所健康福祉課（82-2111）
蘇陽総合支所健康福祉課（83-1111）

　　新しい保険証　　
一般被保険者…桃色
退職被保険者…肌色
高齢者受給者（70歳以上）…
「高齢」の文字と自己負担割合
が記載
※保険証は台紙に貼り付けて
ありますので、はがしてお
使い下さい。

高橋駿さん 岡本祥吾さん
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田
小
野
年
禰
神
社
遷
座
祭

　

２
月
23
日
、田
小
野
地
区
の
年
禰
神
社

で
遷
座
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
80
人
ほ
ど
の
地
元
住

民
と
関
係
者
が
集
ま
り
、御
堂
の
改
築
を

祝
い
ま
し
た
。昭
和
54
年
に
建
築
さ
れ
た

御
堂
は
、以
前
か
ら
地
元
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、長
年
の
風
雨

に
よ
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
か
ら
寄
付
を
募
り
協
力
を

得
な
が
ら
昨
年
か
ら
工
事
を
始
め
、
今

年
の
１
月
つ
い
に
完
成
。
改
築
の
期
成

会
会
長
で
あ
る
成
瀬
繁
雄
さ
ん
は
、

「
田
小
野
地
区
を
見
守
る
神
様
と
し
て

こ
れ
ま
で
も
地
域
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
集
い
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
け
れ
ば
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

学
校
保
健
委
員
会

　

２
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で
山
都
町

学
校
保
健
委
員
会
に
よ
る
平
成
25
年
度

第
２
回
山
都
町
学
校
保
健
委
員
会
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
内
容
は
く

ま
も
と
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
岡
崎
光
洋
先
生
に
よ
る
「
現
代

の
子
育
て
で
特
に
大
切
な
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
ご
本
人
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
通
し
て
感
じ
た
世
代
ご
と
の
子
ど
も

を
比
較
し
て
見
え
る
、
現
代
の
子
ど
も

た
ち
の
「
心
を
鍛
え
る
」
こ
と
に
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
の
後

は
今
年
度
よ
り
発
足
し
た
「
清
和
地
区

学
校
保
健
委
員
会
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
清
和
中
学
校
の
道
久
美
穂
養
護
教

諭
に
よ
る
幼
児
期
か
ら
中
学
校
ま
で
の

健
康
課
題
の
把
握
や
改
善
の
た
め
に
充

実
し
た
健
康
教
育
を
こ
れ
ま
で
の
活
動

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
都
町
写
真

    　
　
コ
ン
テ
ス
ト

　

２
月
15
日
に
「
山
都
町
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
」
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
山
都
町
と
全

日
本
写
真
連
盟
熊
本
県
本
部
主

催
で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
71

名（
２
３
７
点
）の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

作
品
は
写
真
家
三
苫
正
勝
氏

ら
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
星

の
奇
跡
と
、
美
し
い
橋
の
質
感

を
魅
せ
る
通
潤
橋
を
切
り
取
っ

た
、
平
岡
健
三
さ
ん（
八
代
市
）

の
作
品
「
満
天
の
通
潤
橋
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
平
岡
さ
ん
の
ほ
か
、

優
秀
賞
２
点
、
特
選
２
点
、
入

選
22
点
の
入
賞
者
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

※

こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
３
月

25
日（
火
）か
ら
３
月
30
日（
日
）

ま
で
崇
城
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
熊

本
市
中
央
区
花
畑
町
１０―

２５
）で

展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
山
都
町
観

光
案
内
所
ル
・
ポ
ン
で
９
月
に

展
示
さ
れ
ま
す
。

明
光
保
育
園
で
講
演
会

　
２
月
15
日
、
明
光
保
育
園
で
育
児
講
座

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
保

護
者
向
け
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
今
回
は

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
（
横
浜
市
）

の
菅
原
裕
子
さ
ん
を
招
き
、「
こ
ど
も
の

心
の
コ
ー
チ
ン
グ
」
と
題
し
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。「
愛
す
る
こ
と
」「
責
任
」「
人
の

役
に
立
つ
喜
び
」
等
を
中
心
に
、
特
に
今

回
は
コ
ー
チ
ン
グ
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に

子
ど
も
の
立
場
に
な
っ
た
り
し
て
、
親
か

ら
言
わ
れ
た
事
に
子
ど
も
が
ど
う
感
じ
る

か
な
ど
実
体
験
を
踏
ま
え
て
の
講
演
で
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
形
の
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。
実
際
に
講
演
を
聞
い
た
保
護
者
か

ら
は
、「
言
葉
一つ
で
子
ど
も
を
安
心
さ
せ

た
り
、
本
心
を
聞
き
だ
し
た
り
す
る
テ
ク

ニッ
ク
に
驚
い
た
。
こ
の
講
演
を
き
っ
か
け

に
、
少
し
ず
つ
で
も
子
ど
も
に
対
す
る
接

し
方
を
変
え
ら
れ
た
ら
と
思
う
。」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
」

　
　
　
　
　
　
　

出
発
式

木
製
お
も
ち
ゃ
を

　
　
　
　
　

保
育
園
へ

　

３
月
３
日
、
二
瀬
本
保
育
園
と

さ
く
ら
ん
ぼ
愛
園
に
木
製
の
お
も

ち
ゃ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
子
ど
も
達
や

そ
の
保
護
者
へ
木
の
ぬ
く
も
り
に

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
木
の

文
化
や
環
境
の
保
全
に
森
林
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
上
益
城
地
域
木
材
需

要
拡
大
推
進
協
議
会
が
、
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

お
も
ち
ゃ
を
貰
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
大
喜
び
で
、
早
速
積
み
木
な

ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

く
ま
モ
ン
in

　

小
峰
へ
き
地
保
育
所

　

２
月
10
日
、
小
峰
へ
き
地
保
育

所
へ
く
ま
モ
ン
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
く
ま
も
と
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク

の
一
環
で
、
県
内
の
保
育
所
や
小

学
校
を
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

子
ど
も
達
へ
教
え
る
た
め
周
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
県
内
の
１
２

７
の
応
募
か
ら
選
ば
れ
た
小
峰
へ

き
地
保
育
所
。
園
児
と
清
和
小
学

校
の
１
年
生
児
童
が
、
く
ま
モ
ン

と
一
緒
に
遊
び
を
交
え
な
が
ら
、

朝
ご
は
ん
の
大
切
さ
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
の
や
り
過
ぎ
に
注
意
す
る

こ
と
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
学
び
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

餅
つ
き
大
会

　

２
月
23
日
、
矢
部
小
学
校
で

浜
町
Ｂ
自
治
振
興
区
に
よ
る

「
ひ
な
祭
り
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き

大
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

餅
つ
き
は
、
子
ど
も
達
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
ま
た
世
代

間
交
流
の
一
環
と
し
て
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
40

人
ほ
ど
の
子
ど
も
と
、
60
人
ほ

ど
の
保
護
者
が
昔
な
が
ら
の
餅

つ
き
を
体
験
。
杵
が
重
く
て
持

て
な
い
子
ど
も
達
は
大
人
が
一

緒
に
杵
を
持
ち
な
が
ら
餅
つ
き

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
つ

き
た
て
の
餅
を
も
ろ
ぶ
た
の
上

で
丸
餅
と
ひ
し
餅
を
作
り
、
普

段
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い

餅
つ
き
に
大
盛
況
で
し
た
。

改築を皆で祝いました。

支援米の積み込み

　

矢
部
高
校
で
は
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
協
力
し「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
」

の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。昨
年
、６
月

に
、食
農
科
学
科
、緑
科
学
科
、普
通
科
の

１
年
生
と
、
食
農
科
学
科
２
年
生
で
田
植

え
を
行
い
、秋
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
に
は
、
熊
本
市
西
区
の
古
町

小
学
校
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、
本
校
の
食

農
科
学
科
２
年
生
も
参
加
し
、
県
内
で
栽

培
さ
れ
た
支
援
米（
約
２
ト
ン
）を
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

　

式
の
な
か
で
「
矢
部
高
校
の
生
徒
た
ち

が
協
力
し
な
が
ら
栽
培
し
た
お
米
が
、
食

糧
難
に
苦
し
む
国
々
の
人
々
の
役
に
立
て

る
こ
と
が
う
れ
し
い
。」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
矢
部
高
校
で
栽
培
し
た
お
米
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
送
ら
れ
ま
す
。
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※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

★平成26年4月のわくわく号運行予定★
☆悪天候の場合は運行が中止となります。あらかじめご了承下さい☆
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
4月9日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
4月10日(木)   ブルーベリーの家（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
4月11日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティーセンター（午前11時～）
　　　　　     花上多目的集会所（午後1時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
4月23日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
4月24日（木） 稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
4月25日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
4月15日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
4月16日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

山都町図書館だより 声の灯り
ー79号ー

　山都町立図書館では、多様な図書の充実と利用者の拡大を図るため、町内のさまざまな団体の所属の
方々に「選書委員」になって頂いています。「選書委員」の方々には、町民の皆さんに是非読んで欲しい、
役立つ本なので図書館にあって欲しいと思う書籍を推薦して頂きました。「選書委員」の皆さまにはお忙し
い中御協力頂きありがとうございました。推薦して頂いた書籍は本館で展示・貸出を行っています。この
機会にぜひご覧ください。

図書館情報
    －読書とは「楽しみ」を見つけることです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：月曜日・月末日・祝日・GW・お盆・年末年始

　トラブルを抱える銀行支店に赴
き、問題を解決する「臨店チーム」
が活躍する痛快小説です。「半沢
直樹シリーズ」が好きな方にもお
すすめです。ドラマ化も決定して
いますので、原作もぜひ読んで
みてください。

清和分館開館時間
　　変更のお知らせ
H26年4月1日より、清和分館の開館時間が変更となります。
開館時間：火曜日～金曜日（午前10時～午後6時まで）
開館時間：土曜日・日曜日（午前10時～午後5時まで）
休 館 日：月曜日・祝日・月末日・お盆・年末年始
※ご不明な点がございましたら、
　清和分館（電話：0967-82-3033）までご連絡ください。
　ご協力宜しくお願いいたします。

今月のおすすめの本

「不祥事」「銀行特務命令」　　池井戸 潤著

 講談社文庫

いけ  い  ど   じゅん

　春の行楽シーズンがやってきま
したね。お花見に遠足、春はお弁
当を作ってみんなででかけません
か。図書館には、お弁当に関す
る本も沢山所蔵しています。こち
らは、新しくお弁当生活を始める
方にもおすすめの本です。

「くり返し作りたい！
　　　　　朝ラク弁当おかず510品」
 学研パブリッシング
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「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域住
民に親しまれる病院を目指します。」

～そよう病院基本理念～

歯科医師　甲斐　義久
第64集「唾石症と粘液嚢胞」

知って得する知って得する
健康講座健康講座

知って得する
健康講座

特 集特 集特 集

そよう病院病院だよりそよう病院だより

　今回は唾液腺（だえきせん：つばをつくるところ）のお話です。
唾液を分泌するところは主に大唾液腺（耳下腺、顎下腺、舌下腺）
と言われるところですが、それ以外にも １～２mmくらいの大きさ

の小唾液腺が、唇や舌、頬粘膜にたくさん分布し口腔内を潤しています。唾液腺にも様々な疾患
がありますが、歯科でたまに見かける疾患、唾石症と粘液嚢胞をご紹介いたします。
●唾石症（だせきしょう）
　大唾液腺に生じ、唾液腺の中や管の中に石（唾石）ができ
る病気です。特に顎下腺に生じ易く、大きさは砂粒くらいか
ら数センチにおよぶものまであります。
　唾石の原因は唾液腺の炎症や唾液の性状の変化など様々で
すが、症状としては特徴的なものがあります。食事の際、あご
の下やほっぺたが徐々に腫れて、唾腺痛という激しい痛みが
生じます。しかし食事をやめてしばらくすると、腫れと痛みが
徐々に消退するのが特徴です。
　小さな唾石は開口部から自然排出されることもありますが、
一般的には口底部にある唾液の導管内にとどまる唾石（写真
1）は、口の中で切開して唾石のみを摘出します。唾液腺の中
にできたものは、腺体ごと唾石を摘出します。

●粘液嚢胞（ねんえきのうほう）
　小唾液腺や舌下腺に生じるもので、唾液の分泌が障害され
たことにより周囲の組織中に唾液が溜まって袋のようなもの
ができる病気です。原因としては口内炎や粘膜を噛んだりし
た時の傷が治癒する過程で、唾液を出す管が詰まってしまう
ことによって起こると考えられています。
　頻度としては小児に多くみられ、成人の方でもまれに発症
することがあります。部位は下口唇粘膜や頬粘膜にできるも
のが最も多く（写真 2）、次いで舌下面（写真 3）、口底（写真
4）の順で多く発症します。
　治療は小さいものは原因の唾液腺ごと摘出します。中等度
～大きな嚢胞、特にガマ腫については、嚢胞の半球部分を切
除して唾液の流出路を確保する開窓療法をおこないます。

●最後に
　唾石症と粘液嚢胞とも、頻度としては少
ないですが、稀に見られる病気です。お気
付きの際はお近くの医師・歯科医師にご相
談下さい。

（写真 1）

（写真 3） （写真 4）

（写真 2）

舌下小丘部に
おける唾石症 口唇腺粘液嚢胞

舌下腺粘液嚢胞
（ガマ腫）

前舌腺粘液
（ブランディン・
ヌーン嚢胞）
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夏に向けて体の改善図りましょう♪夏に向けて体の改善図りましょう♪
　暖かく過ごしやすい季節になりました。平成 26 年度の集団健診に向けて、ちょっと体にいいこと
やってみませんか。山都町の集団健診の結果から肥満の方は男女とも２割程います。健康的にダイ
エットするための必見知りましょう。

　標準体重を計算する　　　　　　　　　　　　　　　　標準体重
身長（　　　　ｍ）×身長（　　　　ｍ）× 22 ＝ a（　　　　kg）
例・・身長が 156cmの方は、1.56 × 1.56 × 22 ＝ 53kg

　１日にとるエネルギー量は、多すぎれば肥満
や生活習慣病のリスクが増えてきます。逆に少
なすぎれば、栄養障害などのリスクが心配です。
自分のエネルギー量を知り食品の栄養成分表示
等を見てカロリーコントロールします。
例・・おはぎ１個で約 300kcal

　基礎代謝（呼吸や体温維持など）は１日で消費される
エネルギーの、なんと 70％を占めています。その基礎
代謝に最も影響を与えているのが「筋肉」です。
　筋肉は加齢とともに減るといわれ、基礎代謝も減るこ
とになります。
　積極的に筋肉を鍛えて、基礎代謝を維持し、太りにく
く痩せやすいカラダを手に入れましょう。

山都町健康づくりのための 10 カ条の
第２条、７条、９条を実践しましょう。

第２条　朝昼夜　歯磨き時にかかと上げ運動
第７条　すきま時間には、ウォーキング
第９条　寝る前には、スクワット20回

＊身体活動レベル（低い）：睡眠７時間、座位、立位の静的
　　　　　　　　　　　　  活動 12時間、歩行や家事４時間
　　　　　　　　　　　　 長時間の運動、労働１時間

１.まずは標準体重を知り毎日体重計に乗る習慣をつける。肥満の人は体重を標準体重域まで減量！

２.１日に必要な食事量（エネルギー量）を知る。

３. 個人によって量が違うご飯の量を下記の早見表から当てはまる量を確認する。

４. 標準体重、１日に必要な食事量（エネルギー量）、１食のご飯量を知ったら、後は基礎代謝を
　  増やして太りにくく痩せやすいカラダを目指します。

保健センターだよりvol.32

障がい福祉だより障がい福祉だより 　今月号では、障がいのある方に関係する公的手当について紹介します。
　今回紹介する公的手当は、特別児童扶養手当、障害児福祉手当・特
別障害者手当、経過的福祉手当です。

○特別児童扶養手当
　20 歳未満で、身体又は知的・精神に中度以上の障がい
のある児童を養育している父もしくは母、又は父母に代
わってその児童を養育している人に対し手当が支給されま
す。（所得による支給制限があります。）
〈手当額等〉
１級：１人につき　月額50,050円（平成26年４月から　
　　　　　　　 　 月額49,900円）
２級：１人につき　月額33,330円（平成26年度４月から
　　　　　　　　  月額33,230円）
※手当は、４月、８月、11月にそれぞれ前月（11月は当 
　月）までの４ヵ月分が支給されます。
※身体障害者手帳の対象とならない疾病による障がい
　も、手当の対象となる場合があります。

○特別障害者手当
　身体又は知的・精神に著しく重度の障がいがあり、日常
生活に常に特別の介護を必要とする在宅の 20歳以上の重
度の障がい者に対し手当が支給されます。（所得による制
限があります。）
〈手当額等〉
月額26,080円（平成26年４月から月額26,000円）
※手当は、２月、５月、８月、11月にそれぞれ前月までの 
　３ヵ月分が支給されます。
※障がいの状態は、原則として専用の診断書により審
　査されます。

○障害児福祉手当
　身体又は知的・精神に重度の障がいがあり、日常生
活に常に介護を必要とする在宅の 20 歳未満の重度障が
い者に対し手当が支給されます。（所得による支給制限
があります。）
〈手当額等〉
月額 14,180 円（平成 26 年４月から月額 14,140 円）
※手当は、２月、５月、８月、11 月にそれぞれ前月
　までの３ヵ月分が支給されます。
※障がいの状態は、原則として専用の診断書により
　審査されます。

○経過的福祉手当
　障害基礎年金及び特別障害者手当が創設された際（昭
和 61 年４月）に、従来の福祉手当を受給していた人（20
歳以上）で、特別障害者手当、障害基礎年金を受給で
きなかった人に対し手当が支給されます。（所得による
支給制限があります。）
　ただし、障害者総合支援法等に定める施設に入所す
ることとなった場合、障がいを支給事由とする年金を
受給することとなった場合は、受給資格を失います。
〈手当額等〉
月額 14,180 円（平成 26 年４月から月額 14,140 円）
※手当は、２月、５月、８月、１１月にそれぞれ前
　月までの３ヵ月分が支給されます。

毎週火曜日 御船町 御 船 町 役 場 ２ 階 相 談 室
℡0 9 6 ‒ 2 8 2 ‒ 1 1 1 1

毎週水曜日 嘉島町 嘉 島 町 役 場 １ 階 相 談 室
℡0 9 6 ‒ 2 3 7 ‒ 1 1 1 2

毎週木曜日 甲佐町 甲佐町老人いこいの家内相談室
℡0 9 6 ‒ 2 3 4 ‒ 3 2 2 3

毎週金曜日 山都町 矢部保健福祉センター千寿苑内相談室
℡0 9 6 7 ‒ 7 2 ‒ 3 1 3 3

＊困った時は一人で悩まず、まず、上益城広域連携消費生
活相談室へ、どの町でも相談できます。

＊消費者問題出前講座を実施します。どうぞご活用ください。
　問合せ先　山都町役場健康福祉課（0 9 6 7 - 7 2 - 1 2 2 9）

●窓口の開設時間は、午前９時から午後４時までの間で、
祝日と年末年始を除く火曜日から金曜日（４町に各１
日ずつ窓口開設）、専門の消費生活相談員が対応します。（上益城4町広域連携・山都消費生活相談室より）

　本町設置の消費生活相談室は、県内初の試みとして平
成 24 年 4 月に、上益城郡 4町（嘉島町・御船町・甲佐町・
山都町）の広域連携による相談窓口を開設し、それまで
不在だった消費生活の専門相談員を配置しました。
その結果、相談件数は大幅に増加し、内容も複雑化、高
度化しています。
　また年々悪質業者の手口は複雑かつ巧妙化しており、
町民の安心、安全な消費生活のための被害未然防止・回
復等が図られるよう、消費者の安全性・利便性を向上さ
せるため、今後も継続した専門相談員の配置と消費者啓
発の強化を図り 4町連携を深め、より一層の消費生活相
談体制を持続的に推進していきます。お気軽にご相談く
ださい。

〈事　例〉
　結婚相手紹介サービス業者から「未婚の家族は
いますか」と電話があった。30 歳代後半の息子に
早く結婚してほしいと思っていたため訪問を承諾
した。料金体系など説明を受けた後、「息子本人に
確認してから契約したい」と伝えたが「子どもの
結婚は親の義務」と繰り返され、「無断で契約して
も良い相手さえ見つかれば絶対感謝されます」と
強く言われた。「契約は早いほうがいい」とせか
されたこともあり、息子に確認せず自分の名前で
入会手続きをしてしまった。その後、息子に報告
したところ、「勝手なことをするな」と激怒され、
口をきいてもらえなくなった。お見合いどころで
はない。解約できるか。

〈対処法〉
・結婚する本人だけでなく、その親を勧誘する結婚相手紹
　介サービスに関する相談が寄せられています。
・事業者は「子どもに早く結婚してほしい」という親の気
　持ちに付け込んで勧誘してきますが、結婚するのは子ど
　も自身です。必ず本人に確認し、納得してから契約する
　ことが大切です。
・子どもが反対したため解約を希望すると、「親の納得の仕
　方が悪い」と怒鳴られるケースもありました。この他にも、
　勧誘時に説明のなかった成婚料を請求される等のトラブ
　ルが起きています。

上益城広域連携消費生活相談室　
「子の結婚は親の義務」？ 結婚相手紹介サービス「子の結婚は親の義務」？ 結婚相手紹介サービス３月号

３月号

見守り新鮮情報見守り新鮮情報

エネルギー早見表
性別

身体活動レベル（低い） 男　性 女　性

18 歳～ 29 歳 2300Kcal 1750Kcal

30 歳～ 49 歳 2250Kcal 1700Kcal

50 歳～ 69 歳 2050Kcal 1650Kcal

70 歳以上 1600Kcal 1350Kcal

身体活動レベル（低い）

身　長 １食のご飯量
（18 歳以上）男性

１食のご飯量
（18 歳以上）女性

145cm～ 1 4 0 g 1 2 0 g
150cm～ 1 5 0 g 1 3 0 g
155cm～ 1 6 0 g 1 5 0 g
160cm～ 1 7 0 g 1 6 0 g
165cm～ 1 8 0 g 1 7 0 g
170cm～ 2 0 0 g 1 9 0 g
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0967 72 1229
03 3595 3528

http://www.mhlw.go.jp/
0570-037-192
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山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

熊本県警のホームページ
http;//www.police.pref.kuma
moto.jp/
　管内の犯罪・交通事故の発生状況、
県警からのお知らせ等が掲載中です。
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彰 第３回山都警察署協議会開催第３回山都警察署協議会開催 警察署協議会審議事項警察署協議会審議事項

ご意見・ご要望・苦情の受付についてご意見・ご要望・苦情の受付について
第13回山都地区第13回山都地区
『無事故・無違反チャレンジ１０２』結果『無事故・無違反チャレンジ１０２』結果

　２月 13 日（木）、山都警察署において本年度第３回
目の警察署協議会を開催し、警察署から平成 25 年中の
熊本県内及び山都町の犯罪情勢や交通事故の発生状況
並びに平成 26 年の展望について説明を受けました。

・　平成 25 年中の山都町の刑法犯の認知件
数は 36 件（前年比－１件）であった。

・　山都警察署に寄せられた相談は 163 件
であり今後も引き続きＤＶ事案やストー
カー相談については迅速な対応を図る。

・　平成 25 年中、山都町において人身交通
事故が 42 件（前年比＋７件）、交通死亡
事故が１件（前年比＋１件）発生した。

・　昨年は、約 3,000 人に対して交通安全教
室や安全講習を実施した。

・　道路の舗装や雪対策について　　など

　熊本県警察では、皆様からお寄せいただ
いたご意見・ご要望等については、真摯に
対応し、貴重なご意見として警察活動へ反
映させていただきます。

　昨年９月 21 日～ 12
月31日までの102日間、
町内の方々が３名１組
となり、計 173 チーム
（519 人）が「無事故・
無違反」にチャレンジ
され、今回は 163 チー
ムが無事故・無違反を
達成されました。
　達成チームの中から抽選で当選したチームには、山
都町商工会発行の商品券が送られました。今後も安全
運転をお願いします。

学校敷地内での禁煙にご協力を！
　今年の４月１日から、町内小・中学校の敷地内を禁煙とします。
　煙草の煙は、喫煙者のみならず周りの煙草を吸わない人たちへも害を及ぼし
ます。
　将来を担う、子ども達を健康の害から守るためにも学校の敷地内での禁煙に
ご協力をお願いします。

＜ゆっぴー安心メール＞
　子どもたちの安全確保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発生した不審者の出没や子ども・女性に対する犯
罪の前兆事案の発生情報などを、会員登録された方の携帯電話に配信します。

＜シルバー見守りネット＞
　保護が必要な高齢者等（障がい者や小学生以下の児童を含む）の行方不明手配や交通安全・振り込め詐欺等の
犯罪被害防止情報を、携帯電話へメール配信します。

※ＱＲコードを読み取れない方は  〈ドメイン〉ansin.police.pref.kumamoto.jp を指定後、
【ゆっぴー安心メール】k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp  【シルバー見守りネット】net110@ansin.police.pref.kumamoto.jp 
に空メール送信をお願いします。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年２月末
刑法犯 14件 （６件）

人身交通事故 ４件 （５件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

～ ４月ギャラリーのご案内 ～

「三人展」
平成26年４月１日（火）　　
　　～29日（火）午前中まで

水曜日定休日

星田那智子（美里町）、吉
村美弥子（美里町）、星田
岳資（熊本市）による油彩、
水彩、約 20点。

出展者：星田那智子さん
吉村美弥子さん
星田　岳資さん

４月の当番医　
４月  6 日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
４月 13日　そよう病院（電話83-1122）
４月 20日　高田整形外科（電話72-1007）
４月 27日　坂本クリニック（電話72-0210）

山都町の人口
〔平成26年２月28日現在〕

男　　8,143人  （－23）
女　　8,739人  （－27）
計　 16,882人  （－50）
世帯   6,713戸  （－ ２）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年２月の出生者数
　４人（今年の出生者数　10人）
※平成26年２月の死亡者数
　38人（今年の死亡者数　76人）

（２月28日（金）抽選会の様子）

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４
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前
任
の
広
報
担
当
者
よ
り
「
２
月
は
あ
ま
り
イ
ベ
ン
ト
と
か

無
い
か
ら
頑
張
っ
て
。」
と
引
き
継
ぎ
の
時
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

実
際
に
２
月
に
入
り
、
言
わ
れ
た
通
り
な
か
な
か
イ
ベ
ン
ト
が

無
く
、
広
報
の
ネ
タ
に
四
苦
八
苦
。
今
回
の
広
報
誌
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
色
ん
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方
に
助
け
て
頂
き
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ま
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と
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昨
年
の
４
月
に
担
当
と
な
り
、
今
月
号
で
１
周
年
。
正
直
、

１
年
前
は
凄
く
落
ち
込
み
「
な
ぜ
自
分
が
？
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
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凄
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
か
４
月
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広
報
担
当
で
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ら
れ
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す
よ
う
に
と
思
い
な
が
ら
、
残
り
少
な

い
３
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
眺
め
て
い
ま
す
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山都町消防団出初め式

タイトル：願い事
撮影場所：浜町　小一領神社
撮 影 者：松田芳久
コメント：３月９日小一領（恋一路）神社で開催されたイベント「や
まんマルシェ」でのひとコマ。
　ハート形の紙に願い事を書き竹簾（サクラサク花飾り）に結びつ
け祈願成就を行います。この巫女様が書いている願い事もきっと叶
うことでしょう。三寒四温まだ寒い日もありますが、本格的な春も
もう間近、温かな気候の中で沢山の恋が芽生えることでしょう。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

願い事

  熊本県農業コンクール大会熊本県農業コンクール大会

  平成 25年度熊本県たけのこ園経営管理コンクール平成 25年度熊本県たけのこ園経営管理コンクール

優良賞＆特別賞　～経営体部門～優良賞＆特別賞　～経営体部門～
　第 54 回を迎えた熊本県農業コンクール大会（県・JAなど農業団体・熊本日日新聞社主催）の経営体
部門において、佐藤章さん・知鶴美さんご夫婦（大平）が優良賞並びに特別賞を受賞されました。
　この大会は、自らの農業経営・技術の改善に積極的に取り組む県内の優秀な農業経営者や集団を表彰
し、併せて県民への農業理解を図り、農業・農村の振興に寄与する目的で開催しています。
　トマト、水稲、栗、椎茸などを栽培されている佐藤さん。息子さんご夫婦とともに、日頃の農作業は
栽培暦に基づき、家族の話し合いで作業の段取りや担当を決めています。生産面については「土づくり
＋水管理」を重要と考え、様々な工夫をし、その時々
の天候に合わせて細かな管理を行っています。ま
た、環境保全型農業に取り組み、安心・安全な農
産物を消費者の皆様に届けています。
　現在は JAの理事を務めるなど、地域の様々な役
職を歴任されています。指導農業士（H20 年度～
H24 年度）として関係機関と連携し、地元の中学
生や JA職員の農家派遣研修を受入れ、後継者対策
への取り組みも行っています。
　優良賞を受賞された方の中から選ばれる特別賞。
中山間地域ならではの農業経営や、年間を通した
収入確保、担い手育成の取り組みなどが評価され、
今回のＷ受賞に繋がったようです。

　２月 13 日、山鹿市役所鹿北総合支所において平
成 25 年度熊本県たけのこ園経営管理コンクールの
表彰が行われました。
　このコンクールは竹林の園地化技術及び経営管
理技術の向上を図り、たけのこの品質向上と生産
量の増大並びに早掘たけのこ等の生産技術を向上
させることにより、農家の経営安定を目的に年１
回実施されています。
　本町からは５戸の農家が応募され、そのうち２
戸の農家が受賞されました。
林野庁長官賞　村

むらかみ

上　誠
せいいち

一 氏　（島木）
３等賞　　　　荒

あらき

木　義
よしつぐ

継 氏　（島木）


